
　　　　　　　　　　

学校関係者評価 今後の改善点

・「自己肯定感」を高める手立てとし
ての以下の6つの取組をさらに進め
ていく。
①努力したプロセスをほめる。
②児童の行動をよく見つめ、具体的
にほめる。
③「自己肯定感」を高められるような
取組を行う。
④～してくれて「ありがとう」の声かけ
をする。
⑤成功体験を増やす。
⑥よいところ、得意なところをさらに
伸ばせる手立てを考える。
児童理解に努め、実践していきた
い。
・「自己肯定感」を高める手立てとし
て、生活指導の観点から、引き続き
効果のあった活動を定期的に行うよ
うにしていきたい。

○学年担任、担当、管理職との報告・相談等情報共
有を確実に行い、教育委員会の指導助言のもと、指
導困難なクラスについて協議し、対応することがで
きた。
○児童間トラブルへの対応について、若手教員に対
して特に学年による複数での聞き取り等を行い、ト
ラブル対応のサポートを行い育成に努めた。また、
学年主任会や学年会を通して、問題事案について情
報共有を行い、対応について話し合いを行った。ま
た、教務を中心に、一部の教員へ校務が偏らないよ
うに三委員会の校務分掌の見直しを行い、平準化を
推進した。
▲12月末360時間以上時間外労働者数は3人であり、
今後も時間外労働時間が軽減できるような方策を考
える必要がある。

・今後も学校全体で情報共有を確
実に行い、児童間トラブル等の対応
には複数で対応するとともに、問題
事案について教育委員会の指導助
言のもと学年・担当・管理職等で話
し合いを行いながら対応していく。
・一部教員へ校務が偏らないよう
に、校務分掌の決定の際に考慮し
ていく。また、変更が必要となった際
には分掌の見直しを行い、校務の
平準化に努めていく。
・時間外労働勤務時間の軽減につ
ながるように日程調整をし、可能な
限り16時以降の会議を少なくしてい
く。
・来年度も、月１回の定時退校日を
設定していく。
・登校時刻を7時50分から8時からに
変更することで、早朝からの勤務負
担を軽減する。

・組織的に対応して頂けている。
・学校全体でしっかり情報共有が行われていて適
切な対応ができていると思います。
・教職員業務に関しては、トラブル対応等、授業
だけではなく多岐にわたるため、心身の健康を保
つためにも、休日はゆっくりと過ごしていただけ
るよう、更に体制を整えていくことが大切であ
る。社会全体において更に働き方改革を推進して
いくべきである。
・「トラブル対応」及び「校務の平準化」につい
て、今後も複数の教員で対応して、個人まかせに
せず、組織としての対応を続けてほしい。
・先生方の負担が大きく、トラブル対応などに十
分な時間が取れない中、懸命に取り組んでおられ
る姿が見えます。ゆとりを持たせた教員の配置を
強く希望します。
・先生方にもっと余裕のある毎日を送って頂きた
いと思いました。文科省の基準もあるようです
が、もっと先生が増えたら、先生方も専門的なこ
とを学んだり、子どもたちにもっと向き合えるの
にと思います。先生が笑顔でいてくれることが、
子どもたちの笑顔につながると思います。日々、
大変だと思いますが、がんばってください。
・先生方の多忙さを少しでも減らして、ゆとりを
もって働けるよう、取り組んでほしいです。保護
者や地域の協力も必要だと思います。
・時間外労働時間の軽減については、校務に偏り
がないようにするなど、増員以外のことはすでに
取り組まれていると思います。

・「自己肯定感」について、否定的な回答が20％
程度あることから、今後も職員で現在取り組んで
いいる「6つの手立ての実践」をされに進めてほし
い。
・非認知能力育成に関して、自制心や自己肯定感
等、本人が感じることなので、外からはなかなか
見えづらい点もあると思いますが、研修もされ、
いろいろな取組をされ、実践して頂いて、児童の
意識もこれからまた良いように変わっていくので
はないかと思う。
・意識的なことなので、なかなかすぐには成果は
出にくい課題だと思いますが、粘り強く取り組ん
でいただいている。
・非認知能力を育成するためには、多くの経験が
必要で、こうした場を作ることについては、地域
で役に立てることも多いと思う。
・今年度は、夏休みのラジオ体操や夏野菜の栽培
など、長期休みを利用して自治会で子ども向けの
活動を実地した。夏休み中、毎日（土日も含む）
行っていたところ、10名程の子どもたちはラジオ
体操に毎日参加できたし、畑の水やりに来る子ど
もも数名いた（いずれも自由参加）。こうした子
たちの多くは、親子参加で、親とともに継続する
ようがんばっていた。家庭での取組が子どもに与
える影響は大きい。今後も様々な地域活動を通じ
て親子ともに楽しく参加できる機会をつくりたい
と思う。
・「友だちと助け合いながら活動できる」の項目
に否定的な回答が増えたことは少し残念です。み
んなと仲良くすることは難しいかもしれません
が、お互いにリスペクトする関係を築き、協力し
合える環境づくりをしていってほしいです。
・「自分にはいいところがある」と思える児童が
増えてほしいと思います。
・子ども同士のコミュニケーション不足でトラブ
ルになることも多いようなので、相手の気持ちを
考えるなど、道徳的な学習は大切だと思います。
・「非認知能力の育成」は短期間で結果が出るこ
とはないので、コツコツと長い目で続けていって
ほしい。
・「自己肯定感」を高めることは、すぐには難し
いと思うが、今後も継続して取り組んでほしいで
す。学校だけではなく、家庭での取組も大切だと
感じます。
・学校においては、日々の取組が成果として見え
てくるまでに時間がかかると思われるか、ぜひ継
続して取り組んでほしい。
・成果はすぐに表れないと思うので、それらの取
組を継続していって頂ければと思います。

・努力したプロセスをほめる、～してくれてあり
がとう等、家庭でもできることがあると思いまし
た。
・家庭での対応等、保護者にも更に多く周知して
もらうことも大切なのではないか。

・学校生活の中心となる授業が、
子どもたちにとって「わかりやす
い」、「楽しい」と感じられるよ
うに、教科部会や学年、学校での
研修を通した学びを続けていく。
また、子どもたちが学習の主体と
なるように、各教科や単元に応じ
た資質能力の育成と、学び方につ
いても検討し、日々の授業づくり
にいかしていきたい、
・ICTの活用が進む中で、書く活動
（記述）と入力のバランスを考え
ていく必要がある。どの教科の学
習でも、自分の考えや学習の振り
返りを記述をする機会を設定して
いきたい。
・図書担当や図書委員会の企画を
主として、どの学年も図書室に行
き、本を読む時間を設けたり、図
書の時間に読み聞かせを行った
り、様々な本に触れる機会を大切
にしたい。
・ICT機器については、今後も活用
方法について、個人や学年での試
行錯誤を続け、活用した所感等を
交流しながら、よりよい活用につ
なげていきたい。
・校内独自で行っている、家庭学
習チェックシートや読書を楽しむ
メディアお休み週間の取組を継続
して行うとともに、結果を保護者
に伝えていく。

▲保護者アンケートより、「いじめのない学校づく
り」の項目では、7月時点で肯定的な回答が98％、12
月は97％であり、目標の数値を達成することができ
なかった。日ごろから児童との対話を心がけ、問題
が発生した際には迅速に管理職や生徒指導主事、学
年団で情報共有を行っている。また、発生した問題
について、保護者連絡も密に行うよう心がけてい
る。しかし、いじめアンケート等で新たないじめ事
案が発覚することも少なくないため、自分たちが感
じているよりもさらに深く児童たちと対話する必要
がある。そのため、問題が起きてからではなく、児
童との日ごろからの何気ない会話をさらに意識して
増やしていき、悩みを話しやすい関係を築いていき
たい。
○児童アンケートより、「先生は話を聞いてくれ
る」の項目では、7月時点で肯定的な回答が９５％、
１２月は９６％であり、目標の数値を達成すること
ができた。引き続き、児童の「できた」や価値ある
姿に出会ったら、その場面を逃さずに具体的な声か
けを行っていきたい。また、児童理解に努めること
で信頼関係を築き、どんなことでも話しやすい関係
をつくっていきたい。
〇学校に登校しにくい、教室に入りにくい児童に対
して、SCのアセスメントやSSWのアドバイスに基づい
て、個に応じた支援を行っている。さくらルームが
児童にとって安心できる居場所になるように、人的
環境・物的環境を整えている。SLSによる家へのお迎
えや担任・コーディネーターの家庭訪問などで、学
校との関係が途切れないように心がけている。2週間
に1回、校内コーディネーター会議を開き、教育支援
課から不登校アドバイザーを招き、新たな不登校を
生まないよう支援の見直しをしている。これから
も、児童の思いや保護者の思いに寄り添いながら、
学校全体で支援を進めていきたい。

・児童の心に寄り添い、話を聴くこと
で信頼関係を築き、どんなことでも
話しやすい関係をつくっていきた
い。また、児童の「できた」や価値あ
る姿に出会ったら、具体的な声かけ
を行い、安心して楽しく学校生活が
送れるように努めたい。
・「いじめのない学校づくり」の項目
について、いじめの未然防止に努
め、１００％を達成できるようにする。
そのために、普段の生活の中で、児
童同士のかかわり方を注意深く見守
り、変化に気づけるようにしていきた
い。
・不登校傾向の児童のいろいろな
ニーズに合わせて対応を考えてい
きたい。必要に応じて関係機関につ
ないだり、環境を整えたりしながら支
援を進めていきたい。
・学校に登校しにくい、教室に入り
にくい児童に対しては、本人の気持
ちを尊重しながら、少しずつ周りの
友だちとつないでいく。スモールス
テップでできることを増やしていき、
「自己肯定感」を高める。

○「保護者の相談等に適切に対応」90％以上→肯定
的回答99％
　相談等について学年や主任会議で情報共有を行
い、複数で対応した。必要に応じて支援会議を開い
た。今後も相談があった際には丁寧な対応を続けて
いく。
○「地域と触れ合う学習の実施」90％以上→肯定的
回答95％
　1～3年生で校区の町探検で地域の公園での活動や
お店の見学を行った。また、４年生は社会見学で地
域の方が経営する工場を見学した。学習ボランティ
アとして、読み聞かせや学習の補助で多くの支援を
いただくことができた。

・地域コーディネーターからボラン
ティアの募集をかけてもらい、学習
活動に協力いただける方を増やす
ことができた。地域コーディネーター
と連絡を取り合い、学習等への協力
を進めていく。
・登下校時の見守りで地域の方に協
力をいただき、交通事故等登下校
時のトラブルに迅速に対応し、学校
に共有してもらうこともあった。安全
に登下校できるように、今後も見守り
の継続をお願いしていく。
・今後も町探検や校区のお店・工場
見学等の学習を行い、子どもの地域
への愛着心を育み、地域とのつなが
りを大切にする教育を進めていく。
・地域の方に教育への関心を高める
ために、保護者だけでなく地域への
ボランティア募集も検討していきた
い。

・「保護者の相談等に適切に対応」及び「地域と
触れ合う学習の実施」について、どちらも肯定的
回答が90％以上であるようだが、少しでも肯定的
ではない回答があるのであれば、そちらにも目を
向けて、さらなる向上を目指してほしい。
・「保護者の相談等に適切に対応」についても、
配慮していただき、組織的に対応されている。
・「地域と触れ合う学習の実施」について、多く
して頂けていると感じる。児童の知識も広がり、
いい経験になっている。
・地域での学習や活動の機会は年々増えてきたよ
うに思う。学校内外のボランティア活動も長年継
続しており、地域に対する親しみを持った子ども
たちが増えていると思う。地域としても、今後も
継続して努力していきたい。
・保護者と学校が信頼関係を結べていると思いま
す。今年度はボランティアも増えているようで、
ボランティアの力を借りて先生方と子どもたちの
ために活動できるとよいと思いました。
・保護者アンケートの結果から、学校と保護者が
良好な関係を築けていると思う。多様な家庭環
境、ニーズに対応することは大変だと思うが、引
き続き丁寧な対応をお願いします。
・学習ボランティアを積極的に活用できていて評
価できる。今後も地域とのつながりを大切にして
取り組んでほしい。
・登下校時の見守りなど地域の方に協力して頂け
ていると感じています。
・学習ボランティアにも多くの学年に協力して頂
いています。

・先生の話しやすく児童の不安感を受け止め早期
対応に、安心感が持てる。
・いじめ・不登校は、大きな社会問題でもあり、
一番デリケートな課題であると思うが、一人ひと
りの子ども・家庭に向き合い、配慮し、組織的に
対応されている。
・児童アンケートの「先生は話を聞いてくれる」
で、90％もの児童がそう思っているということ
は、素晴らしいことである。学校生活において、
信頼できる、何でもすぐに相談できる先生がいる
ということは、児童にとって安心感があり、心強
いことである。
・児童には、「先生は話を聞いてくれる」ことが
うれしいことの一つであると思うので、今後も児
童と話しやすい関係をつくってほしい。
・長期欠席対策として、学校でできる対応はほぼ
全て行われているように思う。不登校をなくすこ
とに重点をおくのではなくて、不登校の児童に対
する教育をどのように実施するか、といった点を
充実するように対策していく方が改善の余地があ
るように思う。
・長期欠席の児童の多さに驚きました。今は、い
じめが理由ではなく、子どもの繊細さが不登校に
つながっており、なかなか解決は難しいなと感じ
ました。一方で「先生は話を聞いてくれる」と
思っている児童が多いので、先生方が子どもたち
と信頼関係を築けていると思います。
・不登校への取組は十分されていると思います。
学校だけではなく、SC・SSW等の活用もしっかりで
きているので、今後も細かな対応、支援をお願い
します。
・子どもたちの心の安定が何より大切だと思いま
す。学校だけではなく家庭でも子どもの小さな変
化を見過ごさず、支えていきたいです。
・登校しにくい児童への取組や支援を充分してい
ただいてると感じます。支援を受けたり、利用さ
れている方の満足度が気になります。

・学調、みえスタで共に県平均を上回ることができた
こと、子どもたちが学校の勉強が楽しいと感じている
こと、どちらも先生方が授業力向上に向けて日々取り
組まれているおかげだと思う。
・日頃から分かりやすい授業をされていることで、全
国学力調査でよい結果が出たのだと思います。
・全国学力調査・みえスタディ・チェックで平均を上
回っていることは、日頃より的確な学習方法で取り組
まれているからと考える。
・記述に関しては、本をたくさん読むなど、文章の表
現力を身に着けることも必要である。
・アンケートの「学校の勉強は楽しい」と「ICT活用し
た授業は分かりやすい」90％以上に関しては、ICTを活
用した立体的な授業や授業の創意工夫をされて、子ど
もたちの学習意欲に直結している表れだと感じる。
・子どもが動画ばかり見すぎる、ゲームばかりしてい
る問題は、多くの家庭が抱えている課題の一つである
が、学力低下にもつながると思う。自律的な使用がで
きるよう、親も含め、学校でも更に指導していただけ
ればと思う。
・「４年生以上の学年で否定的な回答が増える傾向」
及び「活用が進む中で『分かりにくい』とかいとうす
る児童も8％いる」ことについて、分からない児童をお
いていくことがないように努めてほしい。
・小学生の学力について判断するのは、子どもを持つ
親世代でもなく教育現場にかかわる立場でもないので
難しい。ただ、時折目にしたり聞いたりした様子か
ら、教育も以前とは変わり、新しくなっていることを
感じる。各教科の内容も、教材も、また教育の仕方に
ついても常に変化していて最新の状態を維持するに
は、教員の方々は相当な努力が必要だと思う。
・現代に必要とされる基礎的な学力を、より効率よく
身に着けるためには、圧縮された学習イメージが浮か
びやすいが、余白の取り方こそ学習を助けてくれるの
ではないかと思うことがある。
・近年クロームブック活用の授業が通常となってい
る。回答がすぐ取得され、満足感がある。反面、記述
に置き換えて理解できているかと少し不安を感じる。
不得意な児童のフォローの必要性を考えていただきた
い。
・今後は、自分の考えを表現することがますます重要
になってくると思われます。そのためにはたくさんの
本を読み、言葉の数や様々な表現方法を増やすことが
大切だと思います。せっかくクロームブックを使って
学習しているので、読書も電子書籍など利用できると
いいと思う。国語は全ての教科に通じる教科なので、
がんばってほしい。
・高学年になると勉強もより一層難しくなるので、勉
強が楽しくないと思うのは仕方がないと感じる。苦手
意識のある児童が何につまずいているか把握し、支援
をお願いしたい。
・様々な場面でクロームブックを上手く活用している
と感じています。
・学習以外の目的とは異なる使い方をしている児童も
いると聞きます。改めて家庭でも使用ルールを確認す
る必要があると思います。
・家庭学習強化週間への取組は、自宅での学習を習慣
化することにつながると思うので、今後も続けてほし
い。
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対応する。

三委員会・学年部でサポートする
ことで，若手教員の育成と校務の
平準化を推進する。
→年360時間を超える時間外労働者
数0人

非
認
知
能
力
育
成

○生徒指導の観点では、「自己肯定感」をはぐくむ
ための取組を主に行った。2学期の最後に行った
「2024年ラストパワーアップ」の取組では、各クラ
スが、挨拶をはじめとした生活の中での目標を決
め、その達成状況について教師から言葉がけを行っ
た。学年を超えて多くの教師から言葉がけをもらっ
たことで、多くの児童が「自分たちはできた！」と
感じることができていた。また、言葉がけの中の
「もっとこうしたらいいのでは」というアドバイス
に対して、素直に受け取り、実践しようとする姿も
見られた。自分たちの成果を感じ、課題に素直に向
き合える姿から、「自己肯定感」の高まりを感じ
た。
○人権教育の観点では、「自己肯定感」を育成する
ための取り組みを行った。7月の児童アンケートの自
己肯定感を問う質問の結果（否定的な回答２４％）
を受けて、児童が自己肯定感を高めるための取り組
みとして、以下の6つを手立てとして職員で共通理解
のもと、実践を進めた。①努力したプロセスをほめ
る。②児童の行動をよく見つめ、具体的にほめる。
③自己肯定感を高められるような取り組みを行う。
④～してくれて「ありがとう」の声かけをする。⑤
成功体験を増やす。⑥よいところ、得意なところを
さらに伸ばせる手立てを考える。以上である。取り
組みの結果、12月の児童アンケートでは、否定的な
回答は２３％と僅かではあるが減った。引き続き6つ
の取り組みを進めていきたい。
〇研修の観点では、「やりぬく力」「社会性」を育
成するための取り組みを行った。研修主題を「思い
や疑問を、実現・解決する子の育成」とし、子ども
たちが主体となって学習に取り組めるような授業づ
くりを心がけている。また、一人で学ぶのではな
く、学級の仲間と関わり合いながら学ぶことも大切
にしている。児童アンケートの「学校の勉強は楽し
い」に対して、肯定的な回答が90％となっており、
多くの児童が前向きに学習に取り組めていることが
わかる。非認知能力アンケートの「わたしはがんば
りやである」に対しては、昨年度よりも4.7％が肯定
的な回答に変わった。
▲児童アンケートの結果の反面、学習に前向きに取
り組めない児童の姿は、どの学年にも見受けられ、
本校の課題である。児童が学びの主体者となるよう
に、日々の授業をよりよいものとしていく必要があ
る。
▲非認知能力アンケートの「友だちと助け合いなが
ら活動できる」の項目は、否定的な回答が5.9％増え
た。授業での関わりを中心に、学校生活の中で児童
同士が関わる場面は多岐にわたる。教師が児童をつ
なげる役割を果たしていく必要がある。
▲４～６年生対象の「鈴鹿市版非認知能力アンケー
ト」の結果と鈴鹿市の平均値を比較すると、「やり
ぬく力」は否定的回答が少なく、肯定的に捉えてい
る児童が多かったが、他の３要素については否定的
に捉えている児童の割合が多かった。

教科部会を研修の中核とした授業
力向上
→全国学力調査・みえスタディ・
チェックで平均以上
→児童アンケート「学校の勉強は
楽しい」90％以上
→児童アンケート「ICT活用の授業
は分かりやすい」90％以上

校内研修で，「やりぬく力」「自
制心」「自己肯定感」「社会性」
を育成するための方策を話し合
う。
→鈴鹿市非認知能力アンケートで
鈴鹿市の目標値以上
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地
域
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携

保護者への丁寧な対応による信頼
関係の確立
→保護者アンケート「保護者の相
談に適切に対応」90％以上

地域の教材と人材の積極的活用
→保護者アンケート「地域と触れ
合う学習の実施」90％以上

長
期
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新たな不登校を生まない学校づく
りのために，人権教育・生活指
導・学力保障・児童支援のベクト
ルを合わせて取り組む。
→児童アンケート「先生は話を聞
いてくれる」90％以上
→保護者アンケート「いじめのな
い学校づくり」100％

〇全国学力調査では、国語、算数ともに＋1％県平均
を上回ることができた。全国と比較すると、国語が
＋0.3％、算数が－0.4％となった。算数では全国を
下回る結果となったが、全国平均とほぼ同じ水準で
ある。みえスタディ・チェックでは、4年生の国語が
＋15.4％、算数が＋7.8％で5年生の国語が＋9.3％、
算数が＋7.4％で県平均を大きく上回る結果となっ
た。どちらも、日ごろの授業の積み重ねや学習内容
の振り返り、県の提供するプリントや過去問等に取
り組んだ成果であると考える。
▲みえスタディ・チェックの5年生理科は県との差は
なかった。他教科の学習でも共通するところである
が、記述する部分に弱みがみられる。理科の内容を
日常生活とつなげることで、観察・実験から学べる
ように工夫していく。各教科のキーワードとなる言
葉を確認したり、条件に合わせて書くことに取り組
んでいく必要がある。
〇児童アンケートの「学校の勉強は楽しい」の項目
では、７月時点で肯定的な回答が91％、12月は90％
と目標の数値を達成することができた。
▲4年生以上の学年で否定的な回答が増える傾向にあ
る。低学年からの学習内容を定着させるとともに、
どの児童も主体的に学習に取り組めるような授業内
容や授業中の支援について、校内研修を通して考え
ていきたい。
〇児童アンケートの「クロームブックを使った授業
は分かりやすい」の項目では、7月時点で肯定的な回
答が93％、12月は92％と目標の数値を達成すること
ができた。
〇クロームブック活用に関する児童生徒向けアン
ケートでは、「授業中にどのくらいクロームブック
を使っていますか」の項目に対して、1～3年生の
77％の児童が「週に1回以上使っている」と回答して
いる。昨年度よりも8％増えている。４～6年生で
は、80％の児童が「週3回以上」と回答しており、ク
ロームブックを活用した学習が定着してきている。
▲活用が進む中で、「分かりにくい」と回答する児
童も8％いる。基本的な操作技能の定着はもちろん、
クロームブックを使うことが目的にならないよう
に、活用方法の精選をしていく必要がある。


